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　みなさん、明けましておめでとうございます。年末年始は

家族や親戚とゆっくり過ごし、心と体のエネルギーを十分

に充電できたでしょうか。今年は「午年（うまどし）」です。

馬は古来より「活力」や「躍進」の象徴とされてきました。

力強く大地を駆け抜けるその姿から、「物事がスピー

ディーに進む年」、あるいは「高い障害も軽々と跳ね除けて

前進する年」と言われています。皆さんにとっても、自分の

目標に向かって颯爽（さっそう）と駆け抜け、大きく飛躍す

る一年にしていきたいですね。

　さて、３年生の皆さん。いよいよ、自分の希望する進路を

決定し、挑戦する時が来ました。これまでの努力を信じ、残

された日々を一日一日、大切に過ごしてください。時には不

安になったり、イライラしたりすることもあるでしょう。そんな

時こそ、１２月まで培ってきた『絆』を思い出してください。

君たちは一人ではありません。隣には共に頑張る友人が、

そして私たち先生方がついています。周りの人を頼り、励ま

し合いながら、それぞれの「桜」を咲かせるために頑張り抜

いてほしいと思います。

　次に、１・２年生の皆さん。この２学期後半は、次の学年へ

の「０（ゼロ）学期」です。４月からそれぞれ先輩になるため

の準備期間だと考えてください。冬休みに、自分の生活を

振り返ってみましたか？「安岡ダイアリー」を活用して、苦手

な教科の克服や、スマホ・ゲームの時間の見直しなど、しっ

かりとした生活のプランを立て、「自学自習力」を高めてい

きましょう。

　最後に、今年度の締めくくりにあたり、私がこれまでも伝

えてきた３つのことを改めてお願いします。１つ目は、『自学

自習力』です。「安岡ダイアリー」を羅針盤にして、自分で

考え、計画し、行動する力を最後まで磨いてください。２つ

目は、『思いやりの心』です。あいさつはもちろん、相手を温

かい気持ちにする「ふわふわ言葉」を使い続けてください。

それが、誰もが安心できる安岡中学校の土台となります。３

つ目は、『危機回避能力』です。健康な体があってこそ、勉

強もスポーツも頑張れます。体調管理や交通安全に気を

つけ、自分自身の身を守る力を高めてください。

　さあ、新しい年の幕開けです。今年も、校訓である「今日

が楽しく、明日が待たれる学校」をみんなで創っていきま

しょう。安岡中学校の全生徒、全職員にとって、この一年が

馬のごとく力強く、素晴らしい飛躍の年になることを祈念し

て、年頭のあいさつとします。（校長あいさつより抜粋）

本校の正門横に、これまで活用されずに少し寂しい雰囲気になっ

ていた細長いスペースがあったことをご存知でしょうか。「ここを

花いっぱいの場所に変えて、生徒や来校者を明るく迎えたい」そ

んな温かい想いから、PTAの方々が、この場所の開墾作業を行

い、固くなった土を耕し、種をまく作業に汗を流してくださいまし

た。保護者の皆様、本当にありがとうございました。皆様のおかげ

で、荒れていた場所が「希望の畑」へと生まれ変わりました。

　そして、平日の水やりボランティアとして手を挙げてくれたのは、

福祉委員会の生徒たちです。登校時、生徒たちはジョウロを手に

笑顔で水まきを行っていました。PTAのみなさん方が整えてくれ

た場所を大切にしようとする姿は、朝の風景をとても爽やかで、見

ていて心がほっこりと温まるものにしてくれています。（なお、休日

の水やりはＰＴＡの方々が輪番で行ってくださいます。重ねて感謝

申し上げます。）そして、現在では少しずつですが、一面青々とし

た小さな命が着々と芽吹いています。PTAの皆様のお力と、生徒

たちの優しい水やりが実を結んでいます。これから寒くなります

が、皆様の愛情を受けてどんな花が咲き誇るのか、今からとても

楽しみです。ご来校の際は、ぜひ正門横の小さな変化と、成長し

ていく芽にご注目ください。

　昨年末に発表された「今年の漢字」。１位の「熊」、２位の「米」、

３位の「髙」に続き、４位には「脈」という一文字がランクインしま

した。万博の文脈もありますが、この少し意外な結果を、親子で

「謎解き」のように楽しんでみてはいかがでしょうか。「なぜ、この

字が４位に入ったと思う？」と問いかけてみるのです。「心臓のド

クドク（脈拍）のことかな？」「人とのつながり（人脈）かな？」

等々。大切なのは正解を出すことではなく、一つの言葉からお子

さんが何を連想するのかを面白がることです。本校の掲げる「自

学自習力」の根底には、こうした「なぜ？」から始まる素朴な好奇

心があると思います。１位の分かりやすいニュースだけでなく、４

位の「脈」という不思議な存在を入り口に、お子さんの意外な視

点に出会える一年に。そんな「問い」を共有する心のゆとりを、大

切にしていきたいものです。

学校だより


